
コロナ禍で開催できなかった講演会ですが、４年振り

に開催することができました。10 月 13 日、講師に西澤

安彦氏をお迎えし、標記テーマでお話しいただきまし

た。長野市南高田区に伝わる、「永々代記録」から読

み取ることのできる江戸時代の騒動や善光寺の記録、

実際に体験した自然現象について興味深いお話しでし

た。その概要は以下のとおりです。

① はじめに

延宝２年（1674）11 月におこった二斗八騒動は、一次

史料がなく、江戸時代に代々書き継いできた南長池村の

名主久右衛門家の「永々代記録」が唯一の史料と言われ

ている。

② 二斗八騒動が広く知られるようになった契機

大正９年（1920）10 月に、古牧尋常高等小学校が、

「義民助弥二関スル調書」をまとめた。大正 14年（1925）

４月には信濃毎日新聞の記者堀江耕想が５回連載で「義

民助弥」という記事を書いた。ある意味、読み物風であ

るが、現在小学校等で扱われている内容は、この記事に

基づいている。

③ 「永々代記録」の成立と拾万石御百姓訴訟

「永々代記録」には、正保４年（1647）から文政 11

年（1828）までの記録が記されていて、他の文献等から

も確認できる正確な内容である。延宝２年の項目に「拾

万石御百姓訴訟 役儀条目仰付」という記載があり、騒

動があったことと、その対策として役儀が出されたこと

がはっきりした。二斗八騒動

という命名は後年であって、

歴史的には拾万石御百姓訴

訟を正式な騒動の名前にし

てよいのではないか。騒動の

史料はほとんど残らない中

で、久右衛門家の当主はよく

書き記したと言える。この騒

動の時に善

の時に善光寺の境内に村役人達が集まって相談したと口

伝にあるが、騒動の処刑者が３人とも松代藩の行政区画

でいう川北 35 ヵ村に当たるので、この訴訟は川北 35

ヵ村の村役人が中心におこした総百姓一揆だったに違

いない。

④ 記録の内容から何が見えてくるのか。

・善光寺の秘仏･･･元禄５年（1692）の秘仏公開。大勧

進と大本願の間で、如来の所蔵をめぐって争いが起こり、

秘仏である本尊が開帳された。

・本堂、如来堂の完成･･･宝永４年（1707）に如来堂が

落成した。その場にいないとわからないようなことまで

かなり詳しく書いてある。

・自然現象･･･貞享２年（1685）大きな流星、彗星や隕

石と思われる物体の落下の記録。明和 7年（1770）低緯

度オーロラの記録。

⑤ 初めて確認できた事項

善光寺境内の東方にあった毘沙門堂が、文化３年

（1806）に建てられたと確認できた。明治維新後跡地に

旧県社が造られた。

⑤ 「永々代記録」が南高田区有になっている理由

「永々代記録」の表紙には、南長池村久右衛門と書い

てあるが、現在は南高田の区有文書の中に入っている。

大正９年（1920）に古牧尋常高等小学校が「義民助弥ニ

関スル調書」をまとめて発表したが、中心になって調査

をした教員の矢沢速太が永々代記録の所蔵者南長池の

久右衛門家末裔に、義民助

弥についての史料はこれし

かないから南高田の方に奉

納してくれとお願いをした

結果、南高田の区有文書に

収められることになった。

《質疑応答》

Ｑ：助弥が祀ってある天神社を探したが見つからなかっ

た。現地でぜひ説明をしてほしい。Ａ：要望承りました。

Ｑ：原典史料を読み込んだ興味深いお話だったが、史料

を活用した研究の仕方で大切なことは何か。

Ａ：いろいろな史料と関連付けて、史料を読み込むこと

が大切。研究者の成果を利用することも大切です。
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詳しくは「市誌研究ながの」３１号に講

演記録を掲載する予定です。
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【新たな公開資料】

「篠ノ井西小学校文書」 69 点

【活動記録】

9/27 小田切地区住民自治協議会資料調査

10/13 長野市公文書館講演会

10/27 信州新町公民館資料調査

10/29 滝沢家資料調査①

11/ 8 芋井広瀬区有文書資料調査

11/ 9 滝沢家資料調査②

日々是文書～スタッフ通信～

「古文書によく出てくる表記」
※写真の崩し字は当館所蔵の栗田区共有文書（古 111-3-370）より抽出
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３月、ペンの庫贈呈式（信濃毎日新聞社提供）
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HomePage https://www.city.nagano.nagano.jp/kobunsho/

又は 長野市公文書館 で検索

E - m a i l soumu-9@city.nagano.lg.jp
開館時間 午前９時から午後５時（閲覧申込みは午後４時 30 分まで）

休 館 日 土曜日・国民の祝日に関する法律に規定する休日

年末年始（12月29日～1 月 3 日）

こんなときにはご相談ください。

・古い土蔵などを取り壊すので、所蔵

資料を寄贈・寄託したい。

・所蔵資料の保存・活用を図り、後世

に伝えたい。

熱心に館内見学をされる芋井公民館の皆様


